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2東和地区白木半島エリア（町営バス白木線）の第一次実証運行

●見直しの内容：

・土居口・周防下田（東和小学校）を発着し、白木半島を循環する系統に整理する。
・周防下田～町立橘医院間の系統は、町営バス東和橘線として系統分離する。
・東和病院患者輸送バス（佐連・沖家室方面）、防長バス大島本線（土居口～周防平野間）を統合する。

・町立東和病院、伊崎下、地家室園地のバス停を新設する。
・大地浦のバス停は廃止する。
・定時定路線での運行を基本とするが、伊崎・伊崎下バス停は予約制（デマンド運行）とする。
（予約が無い場合は農道経由として通過する）

・デマンド運行については、運行事業者へ電話等で連絡して配車する仕組みとし、配車システム等は導入しない。

今年度見直し→令和8年春実証運行開始

来年度見直し→令和9年春実証運行開始

現行ダイヤをベースに
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【R7.6月時点の予定のため、変更の可能性あり】
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三下～地家室間の路線不定期運行化、
伊崎地区内への乗り入れ
【新設】伊崎下バス停

×

【新設】地家室園地バス停

地家室園地

伊崎

町立東和病院

町立東和病院前

【新設】町立東和病院バス停

【廃止】
大地浦バス停

不定期運行区間

定期運行区間

令和8年春の実証運行開始に向けて、現行ダイヤをベースに見直しをすすめる。

令和8年春の実証運行時
の白木線のイメージ

【R7.6月時点の予定のため、変更の可能性あり】
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内容
令和7年度 令和8年度 令和9年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期

●新たな交通体系へのリ・デザイン

・第一次見直し(奥畑線)

・第二次見直し(東和地区白木半島エリア)

・第三次見直し(東和地区油田森野エリア)

・第四次見直し（橘地区）

●多様な主体が連携して運行する体制の仕組みの構築

・運行の担い手確保に向けた仕組みの構築

●分かりやすく使いやすい運賃体系の導入

・第一次見直し

・第四次見直し

●多様な主体による費用負担の仕組みの構築

・多様な主体による費用負担の仕組みの構築

本格運行

実証運行

見直しに伴う車両等
の取扱い検討

実証運行②

運行ダイヤ・運賃・
運用方法の検討

運行準備、地元
説明・申請 本格運行

本格運行

本格運行

実証運行

実証運行

運行計画、
説明等

運行計画、
説明等

本格導入実証実験②

本格導入実証実験
運賃体系・運用方法
の検討、設備導入

本格導入実証実験
費用負担方法・運用
方法の検討、

今年度

【全体スケジュール】
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